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【戦　評】

　全国ホッケー選手権大会男子決勝戦は、丹生高校対沼宮内の対戦。今大会失点１と固い守備を誇る丹生高校ＤＦに、#9小
沢を中心に突破力が自慢の沼宮内ＦＷがどんな攻撃を見せるかが見物である。また両チームの死闘を尽くした準決勝戦は会
場を感動の渦に巻き込んだ。決勝戦では、どんなドラマを見せてくれるのだろうか。
　沼宮内高校のセンターパスにより前半戦が開始。両者一歩も譲らない好ゲームが展開される中、15分丹生高校は、ＤＦの
クリアボールをカットした#15近藤がゴール前にパス。#8冨田が落ち着いて決め、先制点。しかし、沼宮内もすぐに反撃。19
分にＰＣを取得。#10山口のフリックシュートに#9小沢がタッチで合わせ、同点に追いついた。その後も、両チームチャンス
を量産し、見せ場を作る。そんな中、次にチャンスをものにしたのは丹生高校。27分、右サイドからの突破からゴール前に
流れたボールを#14和田が落ち着いて決め、逆転した。反撃を試みる沼宮内高校だが、焦りからかややミスが目立ち始め、追
いつくことのできないまま、2－1丹生高校リードで前半を折り返す。
　後半に入り、持ち前の突破力で、相手陣内に攻め込む沼宮内高校だが、丹生高校ＤＦの固い守りを崩すことができない。
速いパス回しからの攻撃で沼宮内陣内でボール支配率を高める丹生高校は、20分、左サイドからのボールをゴール前で受け
た#10渡辺がＧＫを翻弄する巧みなドリブルからリバースシュート。ＤＦが体を張って死守するも、弾いたボールはゴール
ネットを揺らし、丹生高校が3－1と沼宮内高校を引き離した。勝負ありかと思われた33分、沼宮内高校はＰＣを取得。#10の
シュートをＧＫが弾くも#7上澤がリバウンドを押し込み、1点差に詰め寄る。最後まで望みをつなげたい沼宮内高校だが、丹
生高校の固い守りの前に力尽きる。3－2で丹生高校が勝利し、46年ぶりに福井に優勝旗を持ち帰ることとなった。最後まで

死闘を尽くした両校に称賛を送りたい。
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